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全国大会出場に笑顔を見せる川内卓球スポーツ少年団代表

女子57 級では山浅美里さん（３年・前列右）が準優勝に―「市をＰＲして来たい」と話す佐藤さん（中央）

Ｖサインで喜ぶ鶴舞卓球スポーツ少年団メンバー

　
卓
球
ス
ポ

ツ
少
年
団

大
活
躍

　
第
２８
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
県
予
選
会
が
６

月
１３
日
、
五
城
目
町
で
開
催
さ
れ
、
男
子
団
体
で
川

内
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
、
鶴
舞
卓
球
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
Ａ
が
２
位
に
な
り
、
と
も
に
全
国
大
会

出
場
を
決
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
５
月
１
日
に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
全
日

本
卓
球
選
手
権
大
会
県
予
選
会
の
ホ
ー
プ
ス
の
部

男
子
で
佐
藤
陽
大
君
（
川
内
・
５
年
）、カ
ブ
の
部
男
子

で
真
坂
樹
君
（
鶴
舞
・
３
年
）、
バ
ン
ビ
の
部
女
子
で

佐
藤
沙
耶
さ
ん
（
川
内
・
２
年
）
が
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。 

　
本
荘
高
柔
道
部

東
北
大
会
で
栄
冠

　
東
北
高
校
選
手
権
大
会
柔
道
競
技
が
６
月
２７
日
、

２８
日
に
福
島
県
で
開
催
さ
れ
、
男
子
７３
㌔
級
で
佐
藤

慎
太
郎
君
（
３
年
・
後
列
右
）
が
、
女
子
５２
㌔
級
で

阿
部
菜
那
さ
ん
（
１
年
・
前
列
左
）
が
優
勝
を
飾
る

な
ど
、
男
女
と
も
に
活
躍
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
の
健
闘
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ｅ

に
市
か
ら
激
励
金

　
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
１７
日

ま
で
、
ス
イ
ス
）
に
出
発
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
（
ブ

ロ
ン
ズ
）
に
今
月
２
日
、
市
か
ら
金
一
封
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
長
谷
部
市
長
は
「
体
に
気
を
付
け
、
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
リ
ー
ダ
ー
の
佐
藤
龍
守

さ
ん（
石
脇
）は
「
１３
日
に
９０
分
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、

和
の
楽
曲
な
ど
、
自
分
た
ち
の
音
を
し
っ
か
り
再
現

し
た
い
。
現
地
で
市
の
要
覧
を
配
布
し
、
由
利
本
荘

を
発
信
し
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。（
公
演
の

模
様
は
折
を
見
て
、
本
紙
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
） 

！

　
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
で
開
催
さ
れ

た
、
南
内
越
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
（
Ｍ
Ａ
Ｓ
）
の
「
ワ
ー
泥
カ
ッ
プ
」。

綱
引
き
や
そ
り
レ
ー
ス
な
ど
、
代
掻
き

し
た
田
ん
ぼ
で
の
ど
ろ
ん
こ
運
動
会
で

し
た
。
「
ア
メ
リ
カ
で
は
で
き
な
い
体

験
で
す
か
ら
」
と
、
シ
ア
ト
ル
か
ら
帰

省
中
の
お
母
さ
ん
・
東
海
林
幸
枝
さ
ん

（
石
脇
出
身
）
に
連
れ
ら
れ
参
加
し
た

グ
ォ
ウ
リ
ー
・
ビ
ン
セ
ン
ト
君
（
六
歳
）

は
「
ゴ
ー
ル
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
カ

エ
ル
も
見
つ
け
た
」
と
笑
顔
で
し
た
。

　
さ
て
、
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た「
3
セ

ク
ふ
れ
あ
い
便
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
20
日

ま
で
で
す
の
で
、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。 
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市 政 フラッシュ 

　
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
（
日

沿
道
）
建
設
促
進
県
南
部
期
成
同
盟

会
な
ど
五
団
体
の
合
同
整
備
促
進
大

会
が
六
月
二
十
三
日
、
本
荘
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
国
会
・
県
議

会
議
員
な
ど
約
三
百
人
が
出
席
し
て

道
路
や
河
川
、
鉄
道
の
整
備
促
進
に

一
丸
と
な
っ
て
運
動
を
継
続
す
る
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。 

　
日
沿
道
の
ほ
か
、
羽
越
本
線
新
幹

線
直
通
促
進
秋
田
地
区
、
鳥
海
ダ
ム

建
設
促
進
と
子
吉
川
治
水
の
各
期
成

同
盟
会
、
本
荘
由
利
交
通
体
系
整
備

促
進
協
議
会
の
会
長
で
も
あ
る
長
谷

部
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
道
路
は
地

域
特
性
を
生
か
し
、
特
色
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
根
幹
。
ま
た
、

水
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

鳥
海
ダ
ム
の
実
現
に
努
力
す
る
と
と

も
に
、
広
域
連
携
と
交
流
拡
大
の
た

め
、
羽
越
本
線
の
高
速
化
促
進
に
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
た
め
の
社
会

資
本
整
備
に
協
力
を
仰
ぎ
ま
し
た
。 

　
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学

部
の
嶋
崎
善
章
准
教
授
に
よ
る
「
こ

れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
と
題
し

た
記
念
講
演
な
ど
に
続
き
、
日
沿
道

遊
佐
ー
象
潟
間
の
速
や
か
な
整
備
、

鳥
海
ダ
ム
の
早
期
の
建
設
着
手
な
ど

を
求
め
る
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
月
二
日
に
は
、
国
道
一

〇
七
号
と
一
〇
八
号
鳥
海
ラ
イ
ン
の

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
合
同
総
会

が
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス
で
開
か
れ
ま

し
た
。 

　
総
会
に
は
本
市
と
横
手
・
湯
沢

両
市
の
市
長（
代
理
）と
議
長
、国
・

県
職
員
な
ど
約
三
十
人
が
出
席
。

事
業
計
画
や
予
算
を
審
議
し
、
二

路
線
の
整
備
を
促
進
さ
せ
る
た
め

の
予
算
要
望
と
合
わ
せ
、
接
続
す

る
主
要
地
方
道
な
ど
の
整
備
に
か

か
る
要
望
に
も
力
を
注
ぐ
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 

　
市
と
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

（
株
）、マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北（
株
）、

婦
人
会
、
消
費
者
の
会
と
の
「
レ
ジ

袋
の
削
減
に
向
け
た
協
定
」
に
基
づ

い
た
レ
ジ
袋
の
販
売
収
益
金
の
一
部

を
寄
付
す
る
贈
呈
式
が
今
月
八
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協

定
は
、
石
油
を
減
量
と
す
る
レ
ジ
袋

か
ら
、
マ
イ
バ
ッ
グ
へ
の
切
り
替
え

に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
と
地
球
温
暖

化
防
止
が
ね
ら
い
。
昨
年
十
一
月
か

ら
市
内
八
店
で
の
レ
ジ
袋
の
無
料
配

布
を
中
止
し
て
お
り
ま
す
。 

　
関
係
者
立
ち
会
い
の
下
、
寄
付
金

約
二
十
三
万
八
千
円
を
受
け
取
っ
た

長
谷
部
市
長
は
「
お
受
け
し
た
浄
財

は
協
定
に
沿
い
、
環
境
家
計
簿
の
実

践
活
動
な
ど
に
有
効
に
活
用
し
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。 

   

　
本
荘
由
利
産
業
科
学
技
術
振
興
財

団
主
催
の
産
業
振
興
講
演
会
が
今
月

二
日
、
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス
で
開
か
れ
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
常
務
役
員
の
嵯
峨
宏

英
さ
ん
が
「
エ
コ
カ
ー
へ
の
展
望
と

本
荘
由
利
地
域
の
可
能
性
」
と
題
し
、

約
二
百
人
の
前
で
講
演
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
講
演
会
は
、
旧
若
美
町
出
身

の
嵯
峨
さ
ん
と
長
谷
部
市
長
が
秋
田

高
校
の
同
期
だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
実

現
し
た
も
の
で
す
。 

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）
な
ど

次
世
代
自
動
車
の
開
発
責
任
者
で
あ

る
嵯
峨
さ
ん
は
「
燃
費
効
率
が
高
く
、

プ
リ
ウ
ス
よ
り
も
低
価
格
の
Ｈ
Ｖ
生

産
拠
点
を
東
北
（
宮
城
県
）
に
置
く

計
画
で
あ
り
、
来
年
発
売
を
目
指
し

て
い
る
。
海
外
で
も
国
内
で
も
、
地

場
で
の
部
品
調
達
を
図
っ
て
お
り
、

物
流
を
考
え
る
と
由
利
本
荘
地
域
の

可
能
性
は
増
え
る
。
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
」
な
ど
と
語
り
ま
し
た
。 

    

　
県
消
防
大
会
が
六
月
二
十
六
日
、

本
荘
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内

の
消
防
団
員
な
ど
約
六
百
人
が
参
加

し
、
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と

地
域
防
災
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
、
消
防
団
員
で
も
あ

る
社
員
の
支
援
な
ど
に
尽
力
し
た

優
良
事
業
所
と
し
て
、
市
内
で
は

（
株
）秋
田
新
電
元
、山
科
建
設（
株
）、

菊
地
建
設（
株
）、
秋
田
ル
ビ
コ
ン

（
株
）、矢
島
小
林
工
業（
株
）の
５

社
が
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
意
見
発
表
に
立
っ
た
本
市
東
由

利
支
団
第
三
分
団
の
畠
山
孝
将
団

員（
　
歳
）は
「
伝
承
」
と
題
し
、

「
消
防
人
と
し
て
学
び
続
け
、
学

ん
だ
こ
と
を
後
輩
に
伝
え
た
い
」

と
の
決
意
を
示
し
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
「
住
民
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
、
決
意
を
新
た
に

団
結
し
、
地
域
防
災
の
中
核
と
し

て
信
頼
と
負
託
に
応
え
る
」
と
の

大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。 

　
本
県
と
青
森
、
岩
手
の
三
県
が
共

催
す
る
来
年
度
の
全
国
高
校
総
体

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
本
市
実
行
委

員
会
設
立
総
会
が
六
月
二
十
四
日
、

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
で
は
「
サ
ッ
カ
ー
」
予
選

と
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
男
女
の
全
日

程
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
開
幕
ま
で
四
百
日
を
切
っ
た
こ
の

日
、
会
長
に
選
出
さ
れ
た
長
谷
部
市

長
が
代
表
委
員
に
委
嘱
状
を
手
渡
し

た
後
、
第
一
回
総
会
に
移
り
、
地
元

の
高
校
生
が
「
一
人
一
役
」
で
大
会

の
準
備
・
運
営
に
参
画
す
る
事
業
方

針
や
収
支
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

　
来
年
度
か
ら
は
初
の
ブ
ロ
ッ
ク
開

催
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
カ
ヌ
ー

競
技
は
宮
城
県
）
。
県
委
員
会
と
連

携
し
、
「
北
の
空
　
君
に
無
限
の
可

能
性
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
入
っ
た
の

ぼ
り
旗
な
ど
も
掲
示
さ
れ
、
大
会
ム

ー
ド
の
盛
り
上
げ
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
若
さ
と
熱
気
に
あ
ふ
れ
る
「
全
日

制
高
校
生
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」
を

地
域
の
力
で
成
功
さ
せ
、
選
手
の
思

い
出
に
残
る
有
意
義
な
大
会
に
し
ま

し
ょ
う
。 

５
団
体
合
同
大
会
、
国
道
整
備
同
盟
会
総
会
を
開
催

５
団
体
合
同
大
会
、
国
道
整
備
同
盟
会
総
会
を
開
催 

５
団
体
合
同
大
会
、
国
道
整
備
同
盟
会
総
会
を
開
催 

協
定
に
基
づ
き
2
社
か
ら
23
万
円 

レ
ジ
袋
削
減
で
市
に
寄
付
金 

ト
ヨ
タ
・
嵯
峨
常
務
役
員
が
講
演 

小
型
Ｈ
Ｖ
で
本
市
に
可
能
性 

 

６
百
人
参
加
し
、
県
消
防
大
会 

 地
域
防
災
に
全
力
尽
く
す 

 

来
年
夏
、本
県
な
ど
会
場
に 

「
北
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」 

約300人が出席した５団体の合同整備促進大会 
期
成
同
盟
会
総
会
で
議
長
を 

務
め
る
長
谷
部
市
長 

収益金の目録を長谷部市長に手 
渡したマックスバリュ東北（株） 
児玉由利本荘地区長（左）とイオ 
ンSC本荘店・川西店長 
 

産業振興講演会で熱心に耳を傾ける 
本市とにかほ市の産業・行政関係者 
などの参加者 

委員に委嘱状を手 
渡す長谷部市長 
 

約600人が参加 
した県消防大会 
 

北東北総体のム 
ードを盛り上げ 
るのぼり旗（左） 

市政フラッシュ 

本
市
で
サ
ッ
カ
ー
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

 

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
小
型
車
の
生
産
を
東
北
を
拠

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
小
型
車
の
生
産
を
東
北
を
拠 

点
に
進
め
ま
す
。
物
流
面
で
由
利
本
荘
地
域
の
参

点
に
進
め
ま
す
。
物
流
面
で
由
利
本
荘
地
域
の
参 

入
の
可
能
性
は
増
え
る
」
と
話
す
嵯
峨
さ
ん

入
の
可
能
性
は
増
え
る
」
と
話
す
嵯
峨
さ
ん 

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
小
型
車
の
生
産
を
東
北
を
拠 

点
に
進
め
ま
す
。
物
流
面
で
由
利
本
荘
地
域
の
参 

入
の
可
能
性
は
増
え
る
」
と
話
す
嵯
峨
さ
ん 

２３ 

ひ
き
つ
ぐ 

道
路
・
ダ
ム
・
鉄
道
整
備
の
促
進
へ
、
心
を
一
つ
に

道
路
・
ダ
ム
・
鉄
道
整
備
の
促
進
へ
、
心
を
一
つ
に 

道
路
・
ダ
ム
・
鉄
道
整
備
の
促
進
へ
、
心
を
一
つ
に 



　
市
の
上
水
道
の
料
金
を
来
年
四

月
（
五
月
検
針
分
）
か
ら
改
定
し
ま

す
。
料
金
体
系
は
水
道
メ
ー
タ
ー
の

口
径
に
基
づ
く
「
口
径
別
料
金
」

と
な
り
、
市
内
す
べ
て
の
地
域
で

同
じ
料
金
に
統
一
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
料
金
改
定
に
伴
い
、
地
域

や
使
用
量
、
用
途
な
ど
に
よ
っ
て

値
上
げ
や
値
下
げ
に
な
る
場
合
が

あ
り
、
料
金
の
変
動
を
緩
や
か
に

す
る
た
め
「
二
年
間
の
経
過
措
置
」

を
設
け
ま
す
。
こ
の
間
、
新
旧
料

金
の
差
額
の
三
分
の
一
〜
二
が
増

減
し
ま
す
。 

 

　
市
で
は
、
将
来
に
わ
た
る
安
定

給
水
と
災
害
に
強
い
水
道
施
設
づ

く
り
を
行
う
た
め
、
平
成
二
十
九

年
度
ま
で
の
設
備
投
資
計
画
を
策

定
し
て
お
り
、
こ
の
投
資
に
伴
う

財
政
計
画
に
基
づ
き
水
道
料
金
を

改
定
す
る
こ
と
と
し
、
六
月
定
例

市
議
会
で
関
係
議
案
を
議
決
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

■
水
道
は
独
立
採
算
制
が
原
則 

　
暮
ら
し
を
支
え
る
水
道
事
業
は
、

経
営
に
必
要
な
経
費
（
人
件
費
、

修
繕
費
、
薬
品
費
、
減
価
償
却
費
、

支
払
利
息
な
ど
）
を
水
道
料
金
で

賄
う
独
立
採
算
制
を
原
則
と
す
る

こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
の
料
金
改
定
は
、
来

年
度
か
ら
二
十
七
年
度
ま
で
の
五

年
間
を
料
金
算
定
期
間
と
定
め
、

こ
の
期
間
に
予
定
し
て
い
る
設
備

投
資
の
工
事
費
や
事
業
運
営
経
費

か
ら
料
金
を
算
定
し
ま
し
た
。 

　
上
水
道
料
金
の
統
合
に
合
わ
せ
、

簡
易
水
道
に
つ
い
て
も
、
来
年
４

月
か
ら
水
道
と
同
様
の
料
金
体
系

と
な
る
予
定
で
す
。 

５ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２０１０ ４ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう ２２ ７ １５ 

安
定
給
水

災
害
に
も
強
く

簡
易
水
道
も
統
合
予
定

今後の設備投資の概要 
（地域、実施予定年度と事業費） 

■問い合わせ先 ガス水道局管理課

1 24 - 6216

消防職員の
募集は、
次号で
掲載します

採用予定 
職種・募 
集人員、 
受験資格 

行政職 10人程度上級・中級・初級のうちから

①上級　 昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに
　　　　 生まれた方。（学歴区分なし）
②中級　 昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに
　　　　 生まれた方。（大学を卒業または卒業見込みの方
　　　　 を除く）
③初級　 昭和60年４月２日から平成５年４月１日までに
　　　　 生まれた方。（大学、短期大学など［注］を卒業
　　　　 または卒業見込みの方を除く）

保健師 １　人

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、保健師免許を有
する方、または学校の保健師専門課程などを平成23年３月
31日までに卒業見込みの方で、かつ免許取得予定の方。

看護師（保健師資格を有する方） 若干名

昭和51年４月２日以降に生まれた方で、保健師免許を有
する方、または学校の保健師専門課程などを平成23年３月
31日までに卒業見込みの方で、かつ免許取得予定の方。

※注　「短期大学など」には「高等専門学校」「専修学校の専門
　　　課程（修業年限が２年以上で、かつ、1,700時間以上の授業
　　　の履修を義務づけている課程）」を含みます。

●電子メールによる請求は受け付けておりません。
●申込書は、各総合支所振興課でもお受け取りになれます。
●試験案内は、市ホームページからもご覧になれます。

□申し込み締め切り
 
□第１次試験日
 
□試験会場
□受験申込書の請求

８月17日（火）

９月19日（日）

西目公民館「シーガル」
７月20日（火）から８月17日（火）までに

〈郵送の場合は当日消印有効〉

〈第２次試験日は、１次試験合格者に通知〉

受験の申し込み◇問い合わせ先 

総務部総務課へ。郵便で請求する場合は「職員採用試験
申込書請求」と朱書きし、140円切手とあて先を明記した
ものを同封のこと。

総 務 部 総 務 課
〒015-8501  由利本荘市尾崎17（市役所２階）

ご家庭の水道の口径は、メーターの
ふたと本体でご確認ください。

犬を飼っている方へのお願い 

　
家
族
の
一
員
と
言
え
る
ペ
ッ
ト
で
も
、

正
し
い
飼
い
方
を
し
な
け
れ
ば
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
犬
の
習

性
や
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
人
も

犬
も
住
み
よ
い
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。 

マ
ナ
ー

　
ふ
ん
な
ど
は
処
理
を

　
道
路
や
公
園
な
ど
、
公
共
の
場
所
に

犬
の
「
排
泄
物
」
が
放
置
さ
れ
、
困
っ
て

い
ま
す
。
き
ち
ん
と
処
理
し
ま
し
ょ
う
。 

マ
ナ

　
放
し
飼
い
を
し
な
い

　
か
み
つ
き
事
故
な
ど
、
人
に
危
害
を

加
え
る
場
合
や
交
通
事
故
な
ど
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
放
し
飼
い

は
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

マ
ナ

　
鳴
き
声
に
も
注
意
を

　
飼
い
主
は
気
に
な
ら
な
く
て
も
、
早

朝
や
夜
間
な
ど
の
犬
の
鳴
き
声
を
不
快

に
感
じ
る
人
も
い
ま
す
。
ほ
え
続
け
る

犬
へ
の
し
つ
け
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。 

マ
ナ

　
小
さ
な
命
を
大
切
に

　
動
物
を
傷
つ
け
た
り
捨
て
た
り
す
る

こ
と
は
禁
止
事
項
で
す
。
捨
て
犬
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
　

 

生
活
環
境
課 

1
24

６
２
５
３

 

由
利
本
荘
保
健
所 

1
22

４
１
２
１

由利原浄水場建設工事〈本荘、西目〉

蟻山浄水場、子吉浄水場の耐震化〈本荘〉

大台浄水場、上野浄水場の耐震化〈矢島、由利〉

水道管耐震化事業〈本荘、鳥海〉

22〜24年度：約34億円

23〜27年度：約13億円

28年度以降 ：約３億円

29年度まで ：約20億円

▼
▼

▼
▼



　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
70
〜
74
歳
の
方
全
員
へ
、
８
月
か

ら
使
用
す
る
高
齢
受
給
者
証
を
お
送

り
し
ま
す
。
新
し
い
受
給
者
証
は
７

月
中
旬
以
降
に
発
送
し
ま
す
。
お
手

元
の
受
給
者
証
は
有
効
期
限
が
切
れ

ま
し
た
ら
、
は
さ
み
な
ど
で
裁
断
し

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
後
の
受
給
者
証
は
医
療

機
関
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※

高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生
日

　

の
翌
月
（
誕
生
日
が
１
日
の
場
合

　

は
誕
生
月
）
か
ら
該
当
と
な
り
ま

　

す
。
８
月
２
日
以
降
に
誕
生
日
を

　

迎
え
る
方
に
は
、
誕
生
月
の
月
末

　

に
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
国
保
年
金

　

班　

☎
24―

６
２
４
５
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

固
定
資
産
税
第
２
期
分
と
国
民
健

康
保
険
税
第
１
期
分
の
納
期
限
（
口

座
振
替
日
）
は
８
月
２
日
㈪
で
す
。

お
近
く
の
金
融
機
関
、 

Ｊ
Ａ
ま
た
は

市
役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
納
付
の
方

は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

収
納
課　

☎
24―

　

６
２
５
６

　

無
事
故
無
違
反
の
ま
ち
を
目
指
し

「
交
通
安
全
市
民
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
大
会
を
通
じ
、
交
通
安
全
の

輪
が
大
き
く
広
が
る
よ
う
市
民
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

８
月
４
日
㈬　

午
後
１
時
30
分

場
所　

本
荘
文
化
会
館

内
容　

児
童
生
徒
に
よ
る
交
通
安
全

　

の
体
験
発
表
や
県
警
察
音
楽
隊
に

　

よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

☎

　

24―

６
２
５
４

　

本
年
度
の
計
量
器
の
定
期
検
査
が

８
月
31
日
か
ら
９
月
９
日
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
そ
の
事
前
調
査
と
し
て
、

対
象
と
な
る
事
業
所
・
商
店･

個
人

へ
の
計
量
器
の
調
査
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※

最
近
開
業
さ
れ
た
方
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

７
月
15
日
㈭
〜
約
１
ヶ
月
間

対
象　

業
務
上
取
引
お
よ
び
証
明
に

　

使
用
す
る
計
量
器
を
所
有
す
る
事

　

業
所
・
商
店
・
個
人

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
振
興
課　

☎

　

24―

６
３
７
２
ま
た
は
各
総
合
支

　

所
産
業
課

日
時　

７
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
30

　

分
〜
午
後
３
時

場
所　

鶴
舞
会
館
１
階
第
２
講
習
室

内
容　

茶
道
体
験
（
お
茶
の
い
た
だ

　

き
方
な
ど
の
作
法
を
習
い
ま
す
）

※

靴
下
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
白

　

ま
た
は
白
っ
ぽ
い
色
）

参
加
費　

母
子
家
庭
（
１
世
帯
）
500

　

円
、
寡
婦
家
庭
（
１
人
）
１
千
円

申
し
込
み　

７
月
20
日
㈫
ま
で
、
各

　

地
区
長
へ

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

　

☎
24―

６
３
１
９

※

福
祉
会
員
に
な
っ
て
い
な
い
母
子

　

世
帯
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
会

　

費
は
親
子
で
500
円
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
常
用
労
働
者

１
〜
４
人
の
事
業
所
を
対
象
に
毎
月

勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
調
査
対
象
事
業
所
に
は
７
月

下
旬
か
ら
９
月
に
か
け
て
調
査
員
が

訪
問
し
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
と

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
調
査
統
計
課　

　

☎
０
１
８―

８
６
０―

１
２
５
５

　

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
堤
防

の
刈
草
を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け　

〜
７
月
22
日
㈭
ま
で

※

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に
出
張
所

　

へ
来
所
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省
秋
田

　

河
川
国
道
事
務
所
子
吉
川
出
張
所

　

 

（
石
脇
「
ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
」
向

　

か
い
）　

☎
22―

６
３
６
０

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
鳥
海
ダ
ム
に
つ

い
て
の
理
解
や
関
心
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
「
出
前
講
座
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
学
校
な

ど
、
ご
要
望
に
応
じ
て
お
伺
い
し
説

明
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
お
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
海
ダ
ム
調
査
事

　

務
所　

☎
23―

５
１
２
０

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
こ
れ
ま
で
の
実

　

施
内
容
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

期
日　

10
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

会
場　

ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ
ー
ル
（
秋

　

田
市
）

参
加
資
格　

県
内
在
住
者
ま
た
は
県

　

出
身
者
で
原
則
と
し
て
25
歳
ま
で

　

 

（
声
楽
部
門
は
28
歳
ま
で
）

部
門　

弦
楽
器
、
声
楽
、
管
・
打
楽

　

器
部
門
（
声
楽
に
小
・
中
学
生
を

　

対
象
に
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

　

部
を
新
設
）

参
加
料　

３
千
円
（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　

ル
の
部
１
千
円
）
８
月
26
日
㈭
ま

　

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

県
民
文
化
政
策
課

　

☎
０
１
８―
８
６
０―

１
５
３
１

　

登
山
さ
れ
る
方
は
、
祓
川
ヒ
ュ
ッ

テ
に
必
ず
登
山
者
カ
ー
ド
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
を
提
出
し
て

い
る
と
、
遭
難
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
発
見
の
早
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
必
ず
提

出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
た
だ
い
ま
祓
川
ヒ
ュ
ッ
テ

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
海
山
の
景
色
を

と
ら
え
た
写
真
を
展
示
中
で
す
。
登

山
を
さ
れ
な
い
方
も
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

矢
島
総
合
支
所
産

　

業
課　

☎
55―

４
９
６
３
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公
営
住
宅

　

本
荘
地
域　
　

３
戸
（
松
涛
）

　

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
愛
宕
）

　
　
　
　
　
　
　

１
戸
（
観
音
下
）

　

由
利
地
域　
　

３
戸
（
滝
沢
舘
）

※

滝
沢
舘
団
地
浴
槽
新
設
済
み

　

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

　

西
目
地
域　
　

１
戸
（
浜
山
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

矢
島
地
域　
　

１
戸
（
大
川
原
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

　

本
荘
地
域　
　

１
戸
（
伊
勢
堂
）

　

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
城
下
）

申
込
期
限　

７
月
26
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先  

入
居

　

の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
都
市
計

　

画
課　

☎
24―

６
３
３
４
、
ま
た

　

は
各
総
合
支
所
建
設
課
ま
で

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
】

採
用
予
定
人
員　

上
級　

若
干
名

職
務
内
容　

診
療
報
酬
等
審
査
支
払

　

事
務
、
介
護
給
付
費
審
査
支
払
事

　

務
、
保
健
事
業
（
特
定
健
診
・
特

　

定
保
健
指
導
の
支
援
事
務
）
な
ど

受
験
資
格　

平
成
23
年
３
月
に
大
学

　

卒
業
見
込
み
の
方
、
ま
た
は
大
学

　

卒
業
後
３
年
以
内
の
方

受
付
期
間　

７
月
23
日
㈮
〜
８
月
16

　

日
㈪

第
１
次
試
験　

９
月
19
日
㈰

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
国
民
健
康

　

保
険
団
体
連
合
会
総
務
課　

☎
０

　

１
８―
８
６
２―

６
８
６
４

【
警
察
官
Ｂ・
女
性
警
察
官
Ｂ
】

受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
方
（
大
学
卒
業
ま
た
は
平
成

　

23
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
を
除

　

く
）（
23
年
４
月
採
用
予
定
）

試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

受
付
期
間　

７
月
23
日
㈮
〜
８
月
16

　

日
㈪

第
１
次
試
験　

９
月
18
日
㈯
、
19
日

　

㈰
（
２
日
間
）

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
警
察
署

　

☎
23―

４
１
１
１

【
入
国
警
備
官
】

受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

受
付
期
間　

７
月
20
日
㈫
〜
８
月
３

　

日
㈫
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

　

は
７
月
27
日
㈫
ま
で
）

第
１
次
試
験　

９
月
26
日
㈰

問
い
合
わ
せ
先　

仙
台
入
国
管
理
局

　

総
務
課　

人
事
担
当　

☎
０
２
２

　

―

２
５
６―

６
０
７
６

【
自
衛
隊
一
般
曹
・
自
衛
官
候
補
生
】

受
験
資
格　

平
成
23
年
４
月
１
日
現

　

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

試
験
日
・
場
所　
９
月
18
日
㈯・

ボ
ー

　

ト
プ
ラ
ザ
・
ア
ク
ア
パ
ル

【
航
空
学
生
】

受
験
資
格　

平
成
23
年
４
月
１
日
現

　

在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

試
験
日
・
場
所　

９
月
23
日
㈭
・
秋

　

田
駐
屯
地
（
秋
田
市
）

受
付
期
間　

と
も
に
８
月
１
日
㈰
〜

　

９
月
10
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
由
利
本
荘

　

地
域
事
務
所　

☎
22―

３
４
７
９

　

本
荘
郷
土
資
料
館
で
は
、
現
在
開

催
中
の
企
画
展
「
戦
争
の
記
憶
Ⅲ
」

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
戦
争
体
験
を
語

り
継
ぐ
会
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
当
時
の
お
話
し
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
、
数
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※

こ
の
会
に
は
児
童
生
徒
を
含
め
、

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
（
申

　

し
込
み
不
要
）

日
時　

８
月
７
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
郷
土
資
料
館

　

☎
24―

３
５
７
０

　

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
で

は
、
本
年
度
お
よ
び
翌
23
年
度
に
開

設
を
希
望
さ
れ
る
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
募
集
を
７
月

15
日
よ
り
行
い
ま
す
。

　

応
募
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
本

荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保

険
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

chokai.ne.jp/honyuko/

）
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。（
７
月
15
日
に
掲
示
し

ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
由
利
広
域
市

　

町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課　

☎
24

　

―

３
３
４
７

　

統
計
に
関
す
る
知
識
と
表
現
技
術

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
統
計
グ

ラ
フ
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

区
分　

手
書
き
統
計
グ
ラ
フ
の
部
、

　

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

※

対
象
は
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

　

 

（
手
書
き
統
計
グ
ラ
フ
の
部
は
年

　

齢
別
に
５
つ
の
部
に
分
け
ら
れ
ま

　

す
）
詳
し
い
内
容
は
募
集
要
項
、

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
美
の
国
あ
き
た

　

ネ
ッ
ト
内
調
査
統
計
課
の
ペ
ー
ジ

　

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
（http://

　

www.pref.akita.lg.jp./tokei/

）

応
募
締
め
切
り
日　

９
月
３
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

県
調
整
統
計
課　

　

調
整
・
統
計
管
理
班　

☎
０
１
８

　

―

８
６
０―

１
２
５
１

日
時　

７
月
26
日
㈪　

午
前
10
時
〜

場
所　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓
練
セ

　

ン
タ
ー

対
象　

本
市
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

年
会
費　

３
千
円

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
市
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局　

☎
24―

５

　

１
１
１

※

秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
秋

　

田
し
ん
せ
い
農
協
の
通
帳
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
。
１
科
目

か
ら
で
も
学
べ
、
入
学
試
験
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

教
養
学
部
生
と
大
学
院
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

〜
８
月
31
日
㈫

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

放
送

　

大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
０

　

１
８―

８
３
１―

１
９
９
７

【受付口座】秋田銀行、北都銀行各店に救
　援金専用の振込用紙が備えられています。
　※振込手数料は無料です
　また郵便局（郵便振替）、日本赤十字社
　窓口（市役所福祉支援課、各総合支所市
　民福祉課）でも受け付けています。
▷問い合わせ先　福祉支援課（☎24－6315）

平成22年７月15日号平成22年７月15日号平成22年７月15日号 広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう



　

い
ぼ
取
り
地
蔵
と
し
て
霊
験
あ
ら

た
か
な
折
渡
地
蔵
尊
の
例
祭
。
毎
年

多
く
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

日
時　

 

【
宵
宮
】
７
月
23
日
㈮　

午

　

後
１
時
〜
９
時
【
例
祭
】
24
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

岩
谷
麓
折
渡
峠
（
大
内
地
域
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
大
内

　

支
部
（
大
内
総
合
支
所
産
業
課
内

　

☎
65―

２
２
１
６
）

　

芋
川
河
川
敷
で
川
遊
び
や
演
芸
会

な
ど
を
催
し
ま
す
。
夕
暮
れ
に
は
子

ど
も
達
が
作
っ
た
灯
籠
を
芋
川
に
流

し
ま
す
。
午
後
８
時
に
は
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

日
時　

７
月
25
日
㈰　

午
後
１
時
〜

　

９
時

場
所　

徳
沢
橋
周
辺
（
大
内
地
域
）

問
い
合
わ
せ
先　

実
行
委
員
会
事
務

　

局
（
大
内
総
合
支
所
産
業
課
内　

　

☎
65―

２
２
１
６
）

　

岩
城
亀
田
出
身
の
佐
々
木
ひ
で
お

氏
（
井
川
町
在
住
）
の
詩
・
絵
画
展

を
開
催
中
で
す
。

期
間　

〜
８
月
31
日
（
時
間
は
午
前

　

９
時
〜
午
後
５
時
）

場
所　

天
鷺
ワ
イ
ン
城
３
階
交
流

　

ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　

有
限
会
社
天
鷺
ワ

　

イ
ン　

☎
72―

２
１
０
０
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　楽しい花火も正しく取り扱わないと、やけ
どや火災の原因になりかねません。次のこと
に注意して、安全に花火を楽しみましょう。
①注意書きをよく読み、必ず守る
②花火を人や建物へ向けたり、燃えやすい物
　がある場所では遊ばない
③風の強いときは花火をしない
④水の入ったバケツを用意する
⑤大人と一緒に遊ぶ
⑥一度にたくさんの花火に火をつけない
⑦正しい位置に正しい方法で点火する
⑧吹き出し、打ち上げなどの筒物花火は途中
　で火が消えても筒先に顔や手を出さない
⑨花火をポケットに入れない
⑩花火はほぐさない

　シリーズ３戦で開催される2010全日本ヒ
ルクライムレースの第２戦。今年のレース
には、全国各地から過去最多となる1,280
人の選手が参加します。出場選手の熱い走
りに市民の皆さんの声援をお願いします。
●１st ステージ・個人タイムトライアル
　７月31日㈯　午後１時30分～／緩やかな
　アップダウンコース（長泥～木在往復コー
　ス）８㌔
●２nd ステージ・ロードレース
　８月１日㈰　午前８時20分～（スタート
　は矢島町七日町字栩木田）／●フルクラ
　ス（ゴール祓川）26㌔（標高差1,100㍍
　の山岳コース）／●ハーフクラス（ゴール
　花立）13㌔（標高差400㍍の高原コース）
問い合わせ先　大会事務局
　 （矢島総合支所産業課内　☎55－4953）

　
　Mt.鳥海バイシクルクラシックの前夜祭と
して開催します。
日時　７月31日㈯　正午～午後９時
場所　矢島ふれあい公園
内容　フリーマーケット、各種売店、スマ
　イル矢島の演舞、前ノ沢太鼓、しのぶちゃ
　んライブ、大抽選会、打上花火
※フリーマーケット参加者募集中（定員に
　成り次第締め切ります）
問い合わせ先　市商工会矢島支所
　　　　　　　　　　 　　（☎56－2206）

日時　７月30日㈮　午後５時～９時
場所　大門通り（本荘地域：マルゲンさん
　前の信号～ガス水道局）
内容　 【第１ブース】花笠、ヤートセ交流会、
　由利本荘菖蒲音頭、新本荘追分踊り、本
　荘追分踊り（※踊り団体募集中）【第２ブー
　ス】日韓児童絵画交流写生大会表彰式、
　超神ネイガーショー、地域物産店、なま
　はげ郷神楽、ブラウブリッツ秋田、フラ
　ダンスショーなど
※駐車場の数に限りがあります。お車以外
　でのご来場にご協力をお願いします。
問い合わせ先　由利本荘青年会議所
　　　　　　　　　　　　 （☎22－4940）

　
　県内の有名B級グルメやご当地グルメが
勢ぞろい！　そのほか、商店街スタンプラ
リーなどのイベントも開催します。
日時　７月31日㈯　午前10時～午後４時
場所　大門通り（本荘地域）
問い合わせ先　本荘ハム民の会
　　　　　 （コンノ楽器内　☎22－2489）

　
　スターマインや水中花火、ナイヤガラなど、
約６千発の花火が夏の夜空を彩ります。
日時　７月31日㈯　午後７時30分～
※小雨決行。荒天の場合は順延します
場所　友水公園（アクアパル前河川敷）
問い合わせ先　市観光協会本荘支部
　　　　 　（観光振興課内　☎24－6349）

　 「菖蒲カーニバル」と「Ｂ級グルメでぐ
るっと本荘！」開催のため、経路が変更と
なりますので、ご注意ください。
○７月30日㈮　午後２時～５時までの出発
　便…「大門街停留所」、「上横町停留所」
　を通りません
○７月31日㈯　午前９時～午後３時までの
　出発便…「上横町停留所」を通りません
※詳しくは市ホームページをご覧ください
問い合わせ先　地域振興課（☎24－6378）

　

ご
家
族
、
お
知
り
合
い
で
Ａ
タ
ー

ン
を
希
望
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋

田
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
24
日
㈯　

午
後
１
時
〜

　

４
時
（
受
け
付
け
は
正
午
か
ら
）

会
場　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
東
京
都

　

中
野
区
中
野
４―
１―
１
）

対
象　

県
内
に
就
職
を
希
望
す
る
全

　

て
の
Ａ
タ
ー
ン
希
望
者

問
い
合
わ
せ
先　

Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ

　

秋
田
（
秋
田
県
東
京
事
務
所
）　

　

☎
０
１
２
０―

１
２―

２
２
５
５

名
称　

ア
ク
ロ
ス
本
荘

縦
覧
期
間　

〜
10
月
18
日

場
所　

商
工
振
興
課
内

※

コ
ピ
ー
料
金
は
有
料
と
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
振
興
課　

☎

　

24―

６
３
７
２

日
時　

７
月
17
日
㈯　

午
前
７
時
30

　

分
〜
８
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

場
所　

本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
水
浴
場

　

 

（※

終
了
後
「
海
開
き
」）

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

☎

　

24―

６
２
５
３

平成22年７月15日号平成22年７月15日号平成22年７月15日号 広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

　

本
荘
マ
リ
ー
ナ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
。
ク
ル
ー
ザ
ー
の
乗
船
体
験
や
マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ

ト
、
水
上
ス
キ
ー
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
体
験

で
き
る
な
ど
、
海
上
レ
ジ
ャ
ー
が
満
載
で
す
の
で
、

親
子
で
楽
し
め
ま
す
。

日
時　

８
月
１
日
㈰

　

午
前
９
時
受
け
付
け
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　

本
荘
マ
リ
ー
ナ

参
加
料　

500
円
（
保
険
料
）

問
い
合
わ
せ
先　
（
昼
）
本
荘
マ
リ
ー
ナ　

☎
24
―

　

５
８
６
４　
（
夜
）
由
利
本
荘
マ
リ
ン
協
会
（
龍

　

石
内
） 

☎
23
―
３
７
８
４

　

雄
大
な
日
本
海
を
バ
ッ
ク
に
、
全
国
的
に
も
数
少

な
い
島
式
漁
港
公
園
の
洋
上
か
ら
約
５
千
発
の
花
火

を
打
ち
上
げ
ま
す
。
夜
空
に
輝
く
絢
爛
豪
華
な
光
と

音
の
共
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
24
日
㈯　

午
後
７
時
30
分
打
ち
上
げ
開

　

始
（
荒
天
時
は
翌
日
に
順
延
）

場
所　

道
の
駅
「
岩
城
」
島
式
漁
港
公
園

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
岩
城
支
部
（
岩
城
総

　

合
支
所
産
業
課
内　

☎
73
―
２
０
１
４
）

交通　道川駅から徒歩５分
駐車場　500台収容
主な設備　シャワー、トイレ
問い合わせ先　岩城総合支所産
　業課（☎73－2014）

交通　羽後本荘駅から車で10分
駐車場　1,200台収容
主な設備　シャワー、トイレ、
　コインロッカー
問い合わせ先　観光振興課
　　　　　　　　（☎24－6376）

交通　西目駅から車で５分
駐車場　300台収容
主な設備　シャワー、トイレ
問い合わせ先　市観光協会西目
　支部（西目総合支所産業課内
　☎33－4615）
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■じどうかんまつり（参加無料）
　～作って遊んで食べて～
日時　８月４日㈬　午前９時30
　分～11時30分　　
場所　本荘中央児童館
内容　木工おもちゃづくり、大型
　しゃぼん玉遊び、じゃがいも焼
　きほか
持ち物　作ったものを入れる袋
問い合わせ先　本荘中央児童館
　　　　　　　　（☎22－3489）
■市民講座を開催します
　（日程が変更になりました）
日時　９月７日㈫　午後１時30
　分～３時
場所　本荘勤労青少年ホーム
演題　「思いやり」の力
講師　本荘人権擁護委員協議会　
　会長　三嶋榮一さん
定員　先着30人
申し込み・問い合わせ先　
　　　本荘公民館（☎22－0900）
■アクアパルからのお知らせ
フィットネスジム登録講習会
日時　７月28日㈬　午後６時
場所　アクアパル
定員　25人（先着順）
年会費　一般＝3,150円、学生＝
　1,575円（ともに税込み）
※事前に電話などで申し込みください
夏休みじゃぶじゃぶ体験
「子吉川の生き物を調べてみよう！」
日時　８月６日㈮　午前８時15
　分～午後２時（小雨決行）
場所　アクアパル集合、子吉川
　２ヶ所で生き物の観察
対象　小学生（小学３年生以下は
　保護者同伴）
定員　先着20人
申し込み　７月28日㈬まで

夏休み貝殻細工教室
日時　８月８日㈰　①午前９時～
　正午／②午後１時～４時
場所　アクアパル
内容　貝殻や木の実を使ったキー
　ホルダー、薄板材を使ったマッ
　トやコースター作り
対象　小学生以上（小学３年生以
　下は保護者同伴）
定員　各回先着50人
参加料　300円（材料代）
持ち物　はさみ、和紙や包装紙など
申し込み　８月１日㈰まで
子吉川が熱い！
市民レガッタ2010　出漕クルー募集！

日時　９月12日㈰　午前８時
　（荒天時は20日㈪に順延）
場所　アクアパル前子吉川ボート場
種目　成年男子・女子、壮年男子・
　女子、中学男子・女子、ファミ
　リーの部（各ナックルフォア
　500㍍）
資格　市民または市内の事業所に
　勤務する方、県立大学生（中学、
　高校ボート部員とそのＯＢの参
　加は認めません）
出漕料　一般６千円、ファミリー
　の部３千円（ともに保険料込み）、
　中学の部は無料
申し込み　８月６日㈮まで、アク
　アパル内実行委員会事務局へ
※大会間近は練習が込み合います
　ので、早い時期からの練習をお
　すすめします。
問い合わせ先　アクアパル
　　　　　　　　（☎22－5611）

■本荘芸術文化協会
 「第14回本荘夏の芸術祭」を開催
日時　８月１日㈰　正午開場、午
　後０時30分開演
場所　本荘文化会館
入場料　500円
※入場券は本荘文化会館、各加盟
　団体員からお買い求めください
内容　ステージ部門25団体（舞踊、
　詩吟、合唱など）が日ごろの練
　習成果を披露（52演目）
問い合わせ先　本荘文化会館（☎
　22－3033）または藤原さん（☎
　23－3403）

　
■懐メロ・童謡唱歌を歌う会
　懐かしい歌や童謡唱歌を一緒に
歌いましょう！
日時　７月28日㈬　午後１時～３時
場所　西滝沢水辺プラザ
問い合わせ先　すこやかコーラス
　正木栄子さん（☎53－2147）
■ 「ユリの花」が見ごろを迎えます
　鳥海高原南由利原に植栽した２万５
千株のユリの花が７月下旬から８月上
旬にかけて見ごろを迎えます。天候に
より開花時期がずれる場合があります
ので、開花状況は青少年旅行村（☎
53－2126）へお問い合わせください。

　

市
防
犯
協
会
（
今
野
忠
男
会

長
）
が
生
徒
の
自
転
車
盗
難
防

止
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
市

内
の
高
校
に
自
転
車
用
ワ
イ

ヤ
ー
錠
を
各
百
個
贈
呈
、
各
校

を
代
表
し
て
七
月
五
日
、
本
荘

高
校
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

渡
部
静
枝
さ
ん
（
明
治
43
年
６

月
15
日
生
ま
れ
・
小
菅
野
）
に

市
か
ら
賀
詞
と
長
寿
祝
い
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
こ
れ

か
ら
も
お
元
気
で
。

ワイヤー錠を贈る今野会長（左）

■ 「ふれあい保育」に遊びにおいで
　今月は「スイカ割りを楽しもう」
を行います。
日時　８月４日㈬　午前９時30
　分～10時30分
場所　西目保育園
対象　０～３歳の未就園児とその
　保護者
問い合わせ先　西目保育園
　　　　　　　　（☎33－2022）
■道の駅にしめ「ちびっこ消防体験」
日時　７月25日㈰　午前10時～
　正午
場所　道の駅「にしめ」イベント広場
内容　はしご消防車搭乗体験、放
　水体験、消防服試着体験
問い合わせ先　道の駅「にしめ」
　　　　　　　　（☎33－4260）

平成22年７月15日号 広報ゆりほんじょう

　

夏
休
み
に
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
ま
せ
ん
か
。 ｢

お
ば
こ
号｣

の
各
種
体

験
ツ
ア
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

☆
鳥
海
山
ろ
く
線
体
験
ツ
ア
ー  

①
木
工
体
験
（
今
月
29
日
木
、
８
月
２

　

日
㈪
、
９
日
㈪
／
参
加
料
一
人
千
円
）

②
車
両
基
地
体
験
（
今
月
28
日
㈬
、
８

　

月
４
日
㈬
、
11
日
㈬
、
18
日
㈬
／
参

　

加
料
一
人
５
百
円
）

③
そ
ば
打
ち
体
験
（
８
月
３
日
㈫
、
10

　

日
㈫
、
17
日
㈫
／
参
加
料
一
人
５
百

　

円
）

※

対
象
は
小
学
生
。
昼
食
、
運
賃
は
別
。

　

す
べ
て
に
キ
ッ
プ
売
り
体
験
あ
り

☆
カ
ブ
ト
ム
シ
捕
る
と
る
ト
レ
イ
ン

　

〜
花
立
牧
場
公
園
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
づ
く
り
・
ポ
ニ
ー
乗
馬
、
カ
ブ
ト
ム
シ

つ
か
み
取
り
体
験
（
８
月
７
日
㈯
、
８

日
㈰
／
参
加
料
一
人
二
千
九
百
八
十
円
）

☆
釣
り
キ
チ
三
平
号
で
行
く
「
緑
の

　

癒
し
体
験
」
日
帰
り
ツ
ア
ー  

　

〜
鳥
海
山
国
際
禅
堂
（
座
禅
体
験
）、

法
体
の
滝
（
昼
食
）、
鳥
海
荘
（
入
浴
）

今
月
23
日
㈮
、
30
日
㈮
／
参
加
料
一
人

三
千
九
百
八
十
円
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
高
原
鉄
道
㈱

　

☎
56
ー
２
７
３
６

　

今
年
三
月
、
第
六
回
「
小
柴

昌
俊
科
学
教
育
賞
」
で
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
出
羽
中
学
校
科
学

部
の
顧
問 

髙
橋
義
明
先
生
が

六
月
二
十
五
日
、
市
内
中
学
校

の
理
科
教
育
の
振
興
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
と
、
賞
金
の
一

部
を
寄
付
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 髙橋先生（左）と佐々田教育長

　これまで協議を重ねてきた岩城・
松ヶ崎地域３校の統合小学校建設予
定地がこのほど「松ヶ崎亀田イン
ターチェンジ・磐田電工周辺」具体
的には磐田電工㈱・赤平町内の周辺
に決定し、長谷部市長が市議会に報
告しました。
　決定にあたっては、スクールバス
での通学体系を基本に、地域とのつ

ながり、安全安心の確保、地盤の安定性や造成コスト、将来の小中連
携時の用地確保そして地域の中での鍛え学びあう環境や落ち着いた教
育環境など、さまざまな角度から検討したものです。今後は、平成26
年４月１日の開校に向け、校舎の建設など、準備を進めます。

　市ではこのほど、官民協働事業と
して250余りの事業所などからのご
協力を得て「暮らしの便利帳」を発
行しました。７月７日には市役所で
発刊式が行われ、翌８日から配布が
始まっています。市内のすべてのご
家庭に配布されるまで１カ月ほどか
かります。お手元に届きますまで、
今少しお待ちください。

　５月に開催した鳥海高原「桃野」菜の花まつ
りが目指している環境、農業、観光の融合によ
る持続的な地域活性化策について考えます。
日時　７月24日㈯
　午後３時～フォーラム、５時20分～交流会
場所　ハーブワールドＡＫＩＴＡ
参加料　交流会３千円（７月20日㈫まで、要申込）
※フォーラムへの参加は申し込み不要で無料です
内容　○基調講演「菜の花からはじめる地域活
　性化（仮）」秋田県立大学　渡部岳陽さん
　○パネルディスカッション「鳥海高原『桃野』
　菜の花まつりの狙い（仮）」
申し込み・問い合わせ先 　事務局　金澤伸浩　☎27－
　2136、FAX27－2945、メール：momono2010@akita
　-pu.ac.jp（県立大学地域連携研究推進センター）

建設予定地に決定した岩城赤平地内

共同発行した㈱サイネックス
鈴木北日本支社長と長谷部市長
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新着案内
《一般書》
ロビンソンの足あと　　高橋　大輔
ペンギン・ハイウェイ　森見登美彦
キング＆クイーン　　　柳　　広司
神の手　　　　　　　　久坂部　羊
トリプルＡ　　　　　　黒木　　亮
感応連鎖　　　　　　　朝倉かすみ
株式会社家族　　　　　山田かおり
皇太子婚約解消事件　　浅見　雅男
日本の「復元力」　　　　中谷　　巌
時効捜査　　　　　　　竹内　　明
永山則夫　ある表現者の使命

細見　和之
レンタルチャイルド　　石井　光太
堀文子美の旅人　　　　飯島　幸永
老いのかたち　　　　　黒井　千次
声色つかいの詩人たち　栩木　伸明
絵本の子どもたち　　　寺村摩耶子
「生存者」と呼ばれる子どもたち

宮田　雄吾
預言　　　　　　ダニエル　キイス
秋田について考えた事　石川　　好
鳥海山の水と暮らし　　秋道　智彌
メモリーを消すまで　　山田　悠介
パスタマシーンの幽霊　川上　弘美
はじめての秋田弁　こばやしたけし
くじけないで　　　　　柴田　トヨ
本屋大賞2010　　　本の雑誌編集部
親の入院・介護に直面したら読む本

長岡　美代
《児童書》
くまのつきのわくん　　片山　令子
ねずみくんうみへいく

なかえよしお
着物のえほん　　　　　高野　紀子
希望の力　　　　フジコ　ヘミング
おかげさま　　　　　　草場　一寿
ライオンとねずみ

ジェリー・ピンクニー
絵で学ぶ小学生の英語レッスン

鴻巣　彩子

　市民の皆さんの食生活改善や健康づくりを
目的に、講演会を開催します。

▽日時　８月９日㈪　午後１時30分～３時

▽場所　本荘保健センター

▽演題　「高齢社会における食の役割と展望」
　　　　－おいしく食べて健康に－

▽講師　県立大学生物資源科学部応用生物学科
　　　　教授　秋山　美展 先生

▽問い合わせ先
　健康管理課　栄養指導班　☎22－1834

　「健康にいいこと」はじめませんか。
　今年も生活習慣病予防のために健康づくりに
チャレンジする方を募集します。
　２人以上のグループでお申し込みください。
　目標や実践する内容は、グループごとに自由
に考えて、各自で実践します。
　目標達成者には、参加記念品を差し上げます。

▽募集期間　８月31日㈫まで

▽申し込み・問い合わせ先
　県由利地域振興局福祉環境部（由利保健所）
　健康・予防課　☎22－4122

●ドクターバンク
　県内の医療機関で勤務を希望する医師に対し、
就職先を斡旋・紹介します。
●県職員採用
　医師を県職員として採用し、自治体病院など
で派遣勤務（３年）と、医療・研究機関での有
給による研修（１年）のローテーション勤務を
行います。
　
　皆さんのご親類や同級生など、県内で医師として勤務したい方がおられま
したら情報をお寄せください。
　県のホームページにも掲載しています。http//www.pref.akita.lg.jp
　お気軽にお問い合わせください。

▽問い合わせ・連絡先　県医師確保対策室
　　　　　　　　　　　☎018－860－1410　FAX018－860－3883
　　　　　　　　　　　e-mail:ishikakuho@pref.akita.lg.jp

平成22年７月15日号 広報ゆりほんじょう

　本荘食品衛生協会（冨樫克雄
会長）が７月２日、岩谷小学校
４年生32人を対象に食中毒予防
のための正しい手洗い方法を指
導する「出前衛生講座」を実施。
手洗い前後の検査数値の違いに、
児童たちは手洗いの大切さを実
感していました。

手
洗
い
後
の
汚
れ
を

簡
易
検
査
器
で
測
る
児
童

市では、地域に密着した自殺予防活動を展
開するために「自殺予防声かけボランティ
ア」の育成・支援を行っています。現在
19人の会員が活動をしていますが、新た
な会員の養成と現会員のスキルアップを目
的に講座を開催しますので、ぜひご参加く
ださい。

▽日程・内容など
●１回目　８月２日㈪
　「支え合う地域づくり」
　　講師：ＮＰＯ法人　蜘蛛の糸
　　　　　佐藤久男さん
●２回目　８月31日㈫
　「睡眠障害とうつ・自殺」
　　講師：秋田大学医学部附属病院
　　　　　臨床心理士　武村尊生さん
●３回目　９月16日㈭
　「援助者が燃え尽きないために」
　　講師：秋田大学医学部保健学科
　　　　　熊澤由美子さん
●４回目　10月19日㈫
　「傾聴の仕方とカウンセリング」
　　講師：臨床心理士
　　　　　橋本まり子さん

▽時間　午後１時30分～３時
※内容や時間は変更する場合があります。

▽場所　本荘保健センター

▽募集人員　40人（先着順）
※原則として４回すべてに参加できる方
　に限ります。

▽申し込み・問い合わせ先
　７月26日㈪まで健康管理課
（本荘保健センター内）☎22－1834

講師紹介　昭和22年大仙市
生まれ。新潟大学医学部卒
業後、秋田赤十字病院外科
部長、昭和大学教授などを歴
任。秋田市に工藤胃腸内科ク
リニックを開設（特別顧問）。
専門分野は消化器外科学、
大腸内視鏡。

問い合わせ先
 健康管理課
 （本荘保健センター ☎22－1834）

平成22年

内）☎22－1834
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　  たけ と

　　 そ  ら

　  たい ち

　　　 こう

ゆう た ろう

　  そう し

 な　な  こ

　　 ゆ  あ

　  よし と

　　 み ちか

大谷　健斗ちゃん（雅也さん）小人町
藤原　宇宙ちゃん（　司　さん）石脇

井島　太馳ちゃん（健太さん）館
髙田　　煌ちゃん（　涼　さん）石脇

柴田悠太朗ちゃん（浩樹さん）石脇
堀内　蒼史ちゃん（拓也さん）中梵天
齋藤那奈子ちゃん（純一さん）石脇
佐々木結愛ちゃん（　源　さん）石脇

阿部　佳人ちゃん（智樹さん）東梵天
熊田　美愛ちゃん（　誠　さん）石脇

　  とも や

　 きょうか

　  ふう き

りん た ろう

　　 さ  や

　　　  だん

　　　  いく

　   ち ゆき

佐々木ましろちゃん（飛鳥さん）松ヶ崎
髙川　朋弥ちゃん（建弥さん）川口
佐々木杏花ちゃん（健児さん）薬師堂
小番　楓葵ちゃん（龍一さん）矢島町七日町
藤沢凜太郎ちゃん（武秀さん）岩城内道川
大野　咲弥ちゃん（　博　さん）岩城赤平

庄司　　暖ちゃん（　弘　さん）飯沢

佐々木　郁ちゃん（　巧　さん）西目町海士剥

眞坂　芽幸ちゃん（知寿さん）鳥海町猿倉

■第15回子吉川フェア前夜祭
　2010癒しの川キャンドルナイト
　2000本のキャンドルとLEDで、せ
せらぎパークをライトアップ。皆さん
の手で思いを込めて灯しましょう！
とき…７月17日㈯　午後６時～
ところ…子吉川せせらぎパーク

（本荘第一病院隣）
お問い合わせ…
　癒しの川キャンドルナイト行委員会
（本荘第一病院内☎22－0111）

■第14回押花すみ
れ会押花絵展

とき…７月23日㈮
～27日㈫　午前

　10時～午後４時
（23日は午後１

　時から）
ところ…本荘文化会

館地階ギャラリー

テーマ…幸せの花～
刻を彩る花達へ

お問い合わせ…藤原
征子さん
（☎22－7080）

※期間中毎日、「押
花体験会（押花

　はがき作り）」を
午前10時～午後

　４時まで行います
（無料）。

■本荘マリーナ美男・美女

　フォトコンテスト
とき…７月17日㈯～８月15日㈰

ところ…本荘マリーナ海水浴場

対象…どなたでも
※期間内に本荘マリーナ内で撮影

さ

　れた写真が対象です。

※ミスター本荘マリーナ賞、ミス（
ミ

　セス）本荘マリーナ賞、ベストフ
ァ

　ミリー （チャイルド・チルド
レ

　ン）賞があります。

申し込み・問い合わせ先…由学舎　
本

　荘学生会館（☎23－2134）　荘学

■第３回本荘マリーナ
　ビーチサッカー大会
とき…８月３日㈫～７日㈯　午前９　時～（予選３日～６日、決勝７日）ところ…本荘マリーナ海水浴場対象…小学生以上８人１チーム

（16チーム募集）参加料…無料（ただし傷害保険加入　料１人200円）
申し込み・お問い合わせ…８月２日　㈪までビーチサッカー大会事務局　（由学舎　本荘学生会館内

☎23－2134）

■由利本荘・にかほ北都会主催
　「シエナ・ブラス５」コンサート
とき…７月29日㈭　午後４時開演

（３時30分開場）
ところ…本荘文化会館
内容…サウンド・オブ・ミュージッ
　クメドレーほか、市内小中学生と
　の合同演奏など
お問い合わせ…北都銀行
　本  荘  支  店（☎22－0531）
　本荘石脇支店（☎22－6681）
　岩  城  支  店（☎73－2700）
　西  目  支  店（☎33－2050）
※入場無料ですが、入場整理券が必
　要となりますので、上記４支店に
　お申し出ください。

渡部隆さん（旧本荘市功労者・谷地町）６月
28日永眠されました。40年間小中学校に在職
され、北内越小学校長、矢島中学校長などを
歴任。退職後は青少年育成本荘市民会議会長
を務められるなど、教育の振興に大きく寄与
されました。平成５年春勲五等双光旭日章受
章。同年旧本荘市教育学芸功労者顕彰。91歳。

佐藤ナカ子さん
（薬師堂・72歳）

工藤　洋子さん
（大鍬町・76歳）

飯田　三七さん
（鮎瀬・93歳）

保科　兼治さん
（葛法・83歳）

細谷　光江さん
（大浦・86歳）

渡部清五郎さん
（松ヶ崎・81歳）

平成22年７月15日号 広報ゆりほんじょう

■「夏休み子ども将棋大会」に　参加しませんか！
とき…７月31日㈯　午前９時～正　午（終了予定）
ところ…本荘勤労青少年ホーム部門…小学生低学年の部、高学年の　部、中学生の部
参加料…無料
※当日申し込みもできます。
申し込み・お問い合わせ…

鈴木さん（☎24－2030）

■健康体操教室
　首こり、肩こり、腰痛予防の中

高

年にやさしい体操です。お友だち
お

誘い合ってご参加ください。

とき…７月19日㈪・26日㈪　午
後

　１時30分～
ところ…砂子下コミュニティーセ

ン

　ター　参加料…500円

持ち物…バスタオル、空ペットボ
ト

　ル小、つぼ押し棒
お問い合わせ…日本成人病予防協

会

　健康管理士　真坂千穂子さん

（☎090－4880－3313）

■本荘高校吹奏楽部ＯＢ
　「響友会」総会
とき…７月24日㈯　午後５時
ところ…本荘グランドホテル
会費…7,000円
申し込み・お問い合わせ…
　本荘グランドホテル響友会係

（☎23－4545）
※申し込みの際は、卒業期、住所、
　氏名、電話番号をお伝えください。

■若草幼稚園「夕涼み会」
　卒園生、未就園児、ご近所の皆さ
ま、夕涼みながら遊びにいらっしゃ
いませんか。
とき…８月３日㈫　午後６時30分
　～８時ころ（雨天時は４日に順延）
ところ…若草幼稚園
内容…ゲームや食べ物コーナー（食
　べ物は販売です）
お問い合わせ…若草幼稚園

（☎22－0852）

■伝えよう。生命の大切さ
　～親子で、きいてみませんか～・いのちをテーマにした読み聞かせ・土倉泰子さん（えほんのへや主宰）　による戦時中の読書体験
とき…８月４日㈬　午前10時～11時ところ…南内越公民館
主催…命のたねの会
お問い合わせ…菅原さん（☎22－　0415藤井方、月曜日～木曜日の　午前７時～午後８時30分）

いのち

後８時30分）

■フリーマーケット出店者募集

とき…８月21日㈯　午後４時～８
時

ところ…精神障害者社会復帰施設「
和」

募集数…屋外５区画（雨天中止）

申し込み・お問い合わせ…８月
12

　日㈭まで（医）荘和会　精神障
害

　者社会復帰施設「和」の熊田さ
ん、

　有馬さん（☎24－0753）

佐々木スキさん
（八幡下・86歳）

鈴木　輝男さん
（田町・74歳）

清野　宗一さん
（松ヶ崎・85歳）

長谷川京子さん
（後町・80歳）

佐々木和栄さん
（石脇・50歳）

藤内　忠男さん
（内越・76歳）

相川　　一さん
（水林・79歳）

栁田　ミヨさん
（松ヶ崎・100歳）

熊谷　キヱさん
（岩渕下・90歳）

作　部　壽さん
（中竪町・54歳）

長澤　レイさん
（赤沼下・93歳）

三浦　弘子さん
（井戸尻・58歳）

小助川京子さん
（新組町・74歳）

神谷　誠子さん
（石脇・80歳）

小番　嘉男さん
（矢島町元町・79歳）

三浦　ミヱさん
（矢島町立石・89歳）

佐藤　詳二さん
（矢島町立石・61歳）

小　川一雄さん
（岩城二古・70歳）

小野　ナカさん
（岩城内道川・90歳）

村上　助安さん
（川西・76歳）

熊谷　　智さん
（東鮎川・63歳）

三浦　リエさん
（森子・91歳）

加藤タケヲさん
（土倉・97歳）

佐藤　久吉さん
（山本・59歳）

木内　芳雄さん
（町村・87歳）

藤原　俊夫さん
（葛岡・82歳）

齊藤　政子さん
（葛岡・79歳）

佐々木三太郎さん
（徳沢・91歳）

高橋繁太郎さん
（東由利蔵・88歳）

長谷山忠誠さん
（東由利老方・62歳）

佐々木良一郎さん
（東由利舘合・77歳）

牧尾　市雄さん
（西目町沼田・75歳）

佐藤キクヤさん
（鳥海町伏見・84歳）

佐藤トキヱさん
（鳥海町下川内・83歳）
小松キチヱさん
（鳥海町才ノ神・88歳）




